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教材研究ノート№9-A-32




















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・（ｘ＋ｍ）２＝ｎの形の方程式を平方根の考え方で解いている。


・平方の公式を使って因数分解する方法を理解している。


・等式の性質を使って式の変形ができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・平方根の考えを使ったり，一次方程式に帰着したりして解く学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・二次方程式を変形して，平方完成を用いて解く経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・因数分解の学習で面積図を使って計算の意味を説明している。





≪学習問題≫


ｘ2＋6ｘ－1＝０を解こう。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:式が平方の形になっていないから求め方がわからない。


→式を変形して（ｘ＋ｍ）２＝ｎの形にすれば求められる。








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:等式の性質を利用して，ｘ2＋6ｘ－1＝0を平方の公式を使って因数分解できる形に直して解の求め方を考えよう。





③個人追究:平方の公式を使えるように式の変形を工夫する。





④共同追究前半（学習問題の解決）


「どこに着目すれば，平方の形にすることができるか？」


→「平方の公式ｘ２＋2ａｘ＋ａ２を＝（ｘ＋ａ）2だから，ｘの係数に着目して，ａを決めればよい。」





④共同追究後半（思考を深める）


「平方の公式で変形して求めた解ｘ＝－3±√10は本当にｘ2＋6ｘ－1＝0の解といえるだろうか？」


→


面積図から（ｘ＋3）2＝10
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⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・ｘの係数に着目し，（ｘ＋ｍ）２＝ｎの形になるように両辺にｍ2をたして式変形すると，二次方程式を解くことができる。


・因数分解を使うと，解を求められる形にできる。平方にするということは，正方形で考えることになる。





⑥定着･活用問題


右の花壇の面積は38ｍ２です。斜


線の部分にチューリップの球根を


植えました。ｘの長さを求めよう。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・面積図を用いた追究の見通しをもたせるために，単元導入時から二次方程式の解法と面積図を結び付けて指導しておくとよい。


・平方完成に抵抗を感じる生徒が見られる場合には，面積図と式を比較しながら追究できる補助カード等を準備するとよい。


・発展的に学習できる生徒には，ｘの係数が奇数の場合について考えさせることも可能である。





【板書計画】








